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はじ占ちに
して育成してきた古典への関心を一!なj治収入
の内揺を見つめ発燥させ、人生をより豊かにしていこうとする態度
r 2
は、「伝統的な言語文化の学習jの教科書教材への反映に
科書si-lj支の近世排諮問j1lf数料 2 を謂交し、それらの現状と
的とするひ
いて考察すること
なお、近1t1eJl:諮問述教材を対象としたのは、現官の教科書において、
を通じて繰り返し学習する教材三であるため、
の学習」としての…貫性の換に告であう、かつ、「古典 BJ 教科書教材に IIJ~定した
のは、現行の守典AJ教科書にはほ正掲載がない 3のに対して、 ii:古典B_I教科書の
が近 i止{~I:詰 i話通教材を取り扱っているためである。また、比較対象の便宜上、
:州日 j 教科書の部版元日社に ~J の記号を付し、 i可… IHJt.長元の教科欝が設数ある場
のように付属する数字によって区別し、 i吉興BJ教科書全日樟を、 Al. 
. Cl . C2' Dl・欄 D3・E. Fl .・ G. H . 11' 1 ・1 ・Jl・
1 .俳諸関連教材お犠額と分布
現仔の iiざ典BJ ついて、教材の文学彰式及び
I~H 典芸Ij は、上から教材数の多
15 
〈表 1)i古典BJ教科書における近世俳話関連教材の分布
ぃ I@I に~Ií~べ、発句・ j生句・ 1#1:文・その他に分け、発句は採録句の作者によって、[芭
蕉・ 1)(什寸・一茶jとこの三者以外の作者も含む[複数名jに、 Nl'文のうち「去来抄」に
ついては採録MfJViを章段ごとに制分化しに他の俳文については被数の教科書に採録さ
れたIU典にはそれぞれ欄を設け、 J采録舘iJリTが異なる場合も、 i司欄にlf文めた。榔内のrOJ
は、当該教科書?の教材数が ]J#(であることを意味し、[三nu子Jrおくのほそ道Jには榊j
I)~ に i'i'í:j支の数を、「その他_I (こは当該教科書;にのみ採録された教材の数を示している。
なお、本稿における(故村数jは、制1:文については、 U:¥典が伺ーであっても、採録が31二
述杭 (I'~ な惚数fIii所にわたる場合、各J采 t~JZ筒 j引を]点とみなし、発句については、採録句
数!こIMJわらず、ひとまとまりの教材として配列される場合、 1点とみなす。
以!ごに、(表 1)について、各教材における採録状況の ~lklH を示す。まず、発句教材
のうち、「芭蕉・ ~lili ~:、J .一茶 J の欄には、松尾芭京・与謝~!i~村・小林ーヲ~の三者いずれ
かの句に限定して jji録したものについて、 ëi;l~ を[也」、 91W村を「燕j 、ーヲ~を「一」と
??
表記し、その 1~~ に丸付数字で各作者の句数を示している。そのうち、[奥j は「おくの
ほそ道j の句 6 のみの抜粋を意味する。方、「被数名 J の tl~'Uには、 !こ記の三者以外に
も複数名の作者による句を採録したものについて、 1名 1匂ずつの場合は「各①Jと表
記し、芭蕉・燕村・ ー茶の句数が複数にわたる場合はその毘を併記している。述句教材
は3点とも、 1哀蓑j所1又の通称「市iこ|コの巻jの抜粋であるが、 OJでは冒頭の 6句を、
J 1 • J 2では冒頭の 6句と末尾の 6句を保録している。なお、「その他Jの教材名は、
A'2.が U!J夜の卯兵衛j と「歳末弁J(いずれも与謝~)N*すの俳文)、 H が I北寿老{IJI をい
たむJ(与謝9li~1寸の俳詩)、「おり衣J (横井也有、「奈良I~I賛J の章段)、 03 が 1-rft¥父の利j
(小林一茶の句文集「株番Jの俳文の一部)である。
また、俳文の IJ:l ~lt は同 4でも、教科書によって採録筒所の異なる場合がある。
子jは、 8 在f1l:1二17 主日が「ヨド主主紙」の冒頭 rrlllî の風:1(i~ に、万代不易あり j から採録を始め
ているが、そのうち 5腫 (A2・01. 02 . F 1 . H)は[皆かくのごとしiともいへりJ
までであり、 2極 (Cl . G)はさらにその直後の末期の枕にjかられ、ひ出でら
れし事度々なり」までをも採録しているのに対し、 Eは、これら 2種の探録箇所の直後
である 1高く心を'Iigりて、俗に帰るべしj との教なり jから、 1)!lR友の仁|コの名目とすj
までである。また、 A2 はもう 1 箇所、「臼盟エ~;LU から|詩・歌・連・ 1~1: はともに風邪:な
り」から「日jJち俳諮の誠なり jまでを別章段として探録している。「おくのほそ道jは、
Alは4fIi所、 Gは3筒所採録しているが、 Alは冒頭の[月1=1は百代の過客にしてJか
ら「席の柱に懸置jまで、次にその直後の「瓜生も末の七日jから「見送なるべしJま
で、立石寺を訪れた 11j_IJI~領に j から m~ さや岩にしみ入自tìíの声j まで、その少し後の
1 :lis!i上)1はみちのくより出てJから「五月雨をあつめて早し最上)1 J までを、 G は I~I 河
の問の「心許なき1=1 かず」から「卯の花をかざしに|羽のlIì~着かな ¥WI Jむまで、「其夜
飯原にとまる」から[伊達の大木戸をこす」まで、最上のJ1:へと山を越えた[あるじの
云」から「絢と Yろくのみ也jまでをそれぞれ採録している。「野ざらし紀行」は、 82
とHはともに冒頭の「千里に旅立て」から「汝が性のったなきをなけ」までを採録する
のに対し、 A2の末尾は「汝が牲のったなきをなけjで同じであるが、採録の文頭は前
者 2極より短く、 1~言土川!のほとりを行に」からであり、前者 2 程が「野ざらしを心 Jこ
風のしむ身j~J を始めとする 5 句を含むのに対し、後者は「猿を間人捨子に秋のj主い、か
に」のみである。「笈の小文jは81 ・01はともに冒頭の「百骸九妓の中に iからであ
るが、 01が 1羽送りせんともてなす」までを採録するのに対し、 81は芭蕉の「旅人と
我名よばれん初しぐれjまでとし、直後の「長太良」が!又山茶花を前く?にしてJと
いう脇句を付けたところを省いている。また、 A2は吉野への旅立ちの場面である「弥
生半過る tj~U から「よし野にて我も見せふぞ檎の木笠 万菊丸j までを採録したのち、
しばらく中1各し、「よしの〉花に三1=1Jから「無興の事なりJまでを採録しているが、
このl干1名に関する言及は教材には見られなし、。[おらが春」は、日・ 11・1'2ともに「添
乳J(仮題)の i~J:段である「こぞの夏J から「蚤の迎かぞへながらに添乳j~J までを採
録している。なお、「去来抄」の採録箇所については、表内表記の「行く春をjは「行
17-
く春を近江の人とをしみ ~t っ LI 岩典やj は[表鼻やここにもひと今月む客j、[うづく
まる j 註{うづくまる薬品奈の下のさむさ地j 、「此木戸やj は[此木戸T~コ誌の
の J、京や;は「下京や嘗つむ上のよるの雨jの句を含む章段を意味する。
のみOIJ勾がないため、教材の表記;こすえったが、
匂は:iJiより jから i三金iこあらずjま
ては、採~~U首ウ:3パターンに分かれ、
の f予が1邸内はjから{惑もみるにやJまでと、そのi亙後
紫稿本に書き込まれた頭?与を付した f~l~分「退いて考ふるに j から 19:1] らざぢ付与 J
の百五台にういて、 A2は{予が選!却はjから i-j惑もあるにやjを省いて「退いて考ふるにj
から r5JIらざりけり jまでを採裁し、 81 • 82' 1 ・Elま[予が触はjから rl芸も
あるにや:までを保鋭し、 i;1きいて考ふる;こjから[知らざ 1)Iすり jまでの頭書部分を
者き、 Fl・・ G.Hiま全何百を続けて提録している。
教材の分布上心特徴として、まず教科全誌の構成素から{針iEすると、
のけ点で、 j註ナ;ま 1の}誌であっ、 {JI=文教材の出典数でいえば、最多は・ H
のも である。発句手文材誌全191霊仁1:118~1I! に台まれるのに対し、 j主イヨ李主将誌は 3 おiである。
7二、 1Ji'文教材が命事に含まれることから、んを捺く 18揺には、〈発+1]教材→-1#1:文教
材〉という近ド諮問辿教~寸として韻文・lIx文の両方を前えた構成が共通することが分
かる。発句教討の特徴としては、〈在紫;什・一茶型〉が口組、 <1\~:数名型〉が
分かれるが、〈護数名のうちの 3控は、上記王者のみ告の持者より
め、純然たる〈i安委主名主D
た選句であるといえる。また、教材数は・ 1"こ)~\あるのを i場き、 1 遣が]点であ
る。採諒匂数は、最多iJ~C2 の24句、最少がむ号匂であり、 16句の教材が最も多く、
9 }t~l ある。岩下文教材の特識としては、/JJ~jtO)最多は[去来抄j の 16艦で、あっ、
8f章、ざらし紀行J1笈の小文Jおらが春J3棒、三くのほそ道J2種と続く。
のうち、教材数の最安シはで4謹、はら踏みつ、単一詰所のみな教材北し
6 艇よりも、援数i務所の教材化のブゴが多し、;京銀tr.W~r5J !j(二克ると、く若手をjが14
躍で、かっ複数話iJ9i'を教材化したものに以必ずこの館所が含まれていることから、
~主 13J 教よ明 i授の俳文教材において、最も一較的なものが[公米抄j の「行く春を J
の所であるといえる c 次は日方や!の 9種で、く容をJと九三鼻ゃ;の雨前例I
をむのは8事nに及ぶ。あとは f
が1揮である。教材の組み合わせの特己主としては、げさ匂十
のが全J9控l:j:16惑に及び、〈発句十{去三く抄J←「三冊子J)の妥素は 7 に合まれる。
以上の検。によ 1)，1吉典Bj数字j警の辞詰関教材に共通する鍛!句として、 18諜が
発句教材を備え、そのうち日揮が蕉‘窯村‘一茶の句を l匂以上採録すること、
れらのうち17揮がく発句教材十10'文教材〉の教材斡成を持ち、そのうち16櫛が
匂教材十{去来抄J)の組み合わせを有し、さらにそのうち 7閣にく発匂
の教材構成が共通することが判明]し
2麺発句教材における諾諾と課題
発句教材活点の共通点とし日 の勾を必ず採録していること
める。発句教材を設けないAlが、唯一の俳間関連教材として翠置するのが?おくの
段そ道Jでるることと許せて、(古品BJ教科欝教材における玄序品の教材化iま必須
であるといえる。百獲の匂のみ、燕村ののみでそれぞれ教材化したA2，rおくのほそ
遂j 所収の目諜と曾j:~の匂の抜粋である C2 ・ D3 も含め、百疎(1おくの;まそ道|の
も付i語)・ 9!1Qi寸・…茶の三者いずれかの苛のみで長完成された教材を、{反
対併せ・一茶型〉と I1ヂび、発句教材置の別のパターンとして、援数名の作者の勾によって構
成された教材をく按数名型〉と呼ぶならば、この型のうち、芭蕉・獄中す・…茶の匂のみ
2旬以上採録する Bl・B2・E辻、いわばく逆諜・ ~Ii~村・…茶霊説:設数名 ~D でるう、
くさ蕉・ 1li~村・…茶型〉とく惚数名型〉との中間的な要素を持つものとして位置づけ
れる窓.1!~f;H .一茶型〉と〈機数名主〉のi記録性として特筆すべきは、〈複数名
、芭・ 1)¥(村・一茶のイミ}を:保録していることである。すなわち、器禁のみ、鼎村
のみ、苦手主と曾良のみ、のように作者を特定した教材信が成立する代わうに、道蕉・~花
村・一茶を読さにしたく設数名望〉の教材化はられず、多数の作者を詩文り上げる教材
者}~においても、それら三者は不可大の存犯とみなされていることが分かる c その{告の
く被数名盟〉及び〈苦窯・ ~H~村・…主主重説援数名型> 7)主の拾連立としては、松永貞法 e
-向井去31ミ・ JJI~ 奇1)甑脅のイ立を必ず含むことが挙げられる。 G のみは、 ]句めか
!艇に、iJ_lil奇宗髭・荒本部寸武・点徳・宗iさ!という蛇炉jであるが、そり倍はよ主主か
始まり宗l:tlに続台、在叢ー?室内{JI:人・票制を経て、ア点とも…茶の匂が来j遣に援かれ
ることから、時ね〈按数名望〉において、点11Ij.読料Lから一茶まで石原録の射程とし、
j~~1可能i人を設数取 1) J:Cf、編年的;こ蛇ヲ1]ずる教材観が共通するといえる。
?の編キ的記ヂIjについては、く話蕉・紫村・一一茶型〉のうち三者の句とも採録する教
材でも|可i誌であう、 9点全てが距む好から始まり、燕村・…茶の!艇に作者ごとの号の
配列が行われている。さらに、句の成立年が明らかなものの多い吉繋の聞を挙げれば、
造票の句を複数教科{じした13点、のうち、告主、で成立三|ミの平ぃJI箆から匂が並べられてい
る。その他の}訟のうち、 3点(d:作者ごとの匂を春夏秋冬の)1聞に配列しているが、作者
が芭奈・燕村・…茶の顕である以上、やはり編年的配列の影響下にあることは否め
い。例えば、それらが文学史的読点の反映をIl音に意i悲しているとしても、選ばれた匂の
~{II禁j性において、 t長年的配列が舟ちかの学習効果を積損的に設定され、かっ教材 iゃに 19j
されているので安ければ、文学全集を設した配列法は意義に乏しい。このような成立
年偏重の教材化は、註釈に対する教材税にも影響し、芭蕉の勾を編年的;こ配列したヨ点
のうち、 3点では芸の全ての句の技釈に成立年が記され、 3点ともに号にmいられた
誌にj拐する注釈がないまま、成立だけを記すものが竣数合まれている。{弓年;こ詠まれ
匂かという文学史的情報は、そのことが句の内容に関わる場合以外、読解における優
先性;訂正ぃ。発句教材の注釈には、詑義以外にも、の成立年や、成立場所、上1:典等多
]9 
様な観点が設立し、ひいては語義のj詳説もない
れるが、学習者が匂を難脅するうえで、
? ?
れる
全発句教材に共通の配列誌として、 ]匂ずつ等出備に配践する形式が一致してい
が、各句をi可条件的もとに配列することの教材北における有効牲については再考を要す
るο]句ずつをただ継ぎはぎした名匂選のような本文に討して、必袈な語注も整わ主い
が司法では、学警者の鍬:殺な{架l持しているとは古い9n[:ぃ。発匂を読むということは、告の
お〈材と問じく言葉を読むということである以上、まずは名句に含まれる興 Jの学
の難解詩句を予想し、トmうのが教材北のJ京支IJで、ある。さらに、 i三本;こおけ
として必象徴性の出さによって、発イなには仰の教材iこ対する
られる。栗山発之、匂の[取合せ!にさする叙述')におい
いてこのように述べてい
法も、対象のヌド情念悶えてjg象するためのものである。
のではなく、{也の物を結う、壬れとの照応iこ
だのは、対議を物象連続の姿において詑謹す
とにほかならなし」すべて悔は孤立して存主するのではなく、つねに告とのj出現に
おいて存任するとすれば、二物の!l，抑止;によってその実在!惑をf能かめ、;ちるいはその
まi布;を明らかにすることにもなる。このような方i法は豊かな;思議カに依存すること
でもあるが、…つには詩的表現の媒体となる言訟が不完全なためでもあ o
げる色や綜のようにj自象されたものとしての純粋な対
ない。音と意味との完全な協和としての純粋言語は存在しがたく、
えず誤解や不純な言3fi表象をってくる c したがって詩的表明はそれ I~! 掠とし
過不足のない伝去を保設することはI羽獅であるため、想像力の助けを培って表現効
果の j話i率を~古め
ることも
発句教材の原点;之、発句と
とうもなおさ
のでもあ号、象力の同Jけを信りて
。敢合せも、いわば想橡力に補償を求時る誹諮問有の方
そ、発句麗有の学官内等であるといえる。ところが、学習者の鑑賞を支えるために
不可支であるはずのものが出ぎ器された教材が、主B 教科書には往々にして存在
するという向山白人各教材の検託によって判明した。
iすべて裂いま茶の詩歌岩手勾の!予なり、 j字詰誌なり、
もべる H)とおっ、
形での銃賞が必須である。架山Jll-ー も、[たとえば、発号にはしばしば
がある。あるいは紀行などでは前文を前誌として発句を解しよう
かれ少なかれ匂の生まれた1寺の主イヰ;や客{本の条件を示してくれるもの
Zむ
る。この場合、句に前書が必要と感じられるのは、その句の正しい享受のためには前警
に指示された[場Jを理解することを要求しているといってよかろう。前警なしには誤
解を招くか、あるいは不十分な享受に終わることへの虞れを作者が感じているからに外
ならなし、。もとより ~íJ書のない作l弘は数多くある。その場合、 1%書を必要としないとい
うことは、その句の生まれた[場Jがサ芯享受者にも理解されるとの黙契があるか、あ
るいはその「場Jが享受者に誤解をもたらすような特殊性をもっていない場合か、また
は約九IFiの性質そのものが「場jに依存する度合いの少ない場合かなどであろう。J1とし
て、 fi作/守乍1:有者&が享受者に望む 1)場易宇Jの立出H角焔解4平J における前翠誓;の必必、?主弁~イ引!
例えば、 発句教材 7J点f主2がJ保采録する 「思剖1'1問汀にてピ12 病j馬高の夜さむに?滞;号浩等t自存i千:て旅ねf哉虫Jの場合、
チ升井!ドニ本農一が、[なお、近江八去の一つである[堅田部HiJが、 この句と全く無関係だと
はいいきれないであろう。芭蕉が『猿蓑jにこの句を入れるに際して、 I2田にてj と
iJI書を付した気J寺の仁|コに、それがなかったとはいえまい。それでなければ、円程問にてj
という前書をこの句に付けて口実装jに入れなければならない耳目1:=1はあまりないからで
ある。JI:lとするのは、架I-Liの言う[場jの共有を享受者にもたらす弓的を認める所以で
ある。さらに例を挙げれば、 4点が採録する[梨市に住町して 涼風のFlI]りくねって来た
りけりJは、 i古書なしに勾意を了解することは困難であろう。丸山一彦によれば、1JJ案
は[涼風の横すぢかひに入る家哉Jであったという 1'が、この句には[家Jの語がある
ため、涼風の届く 「場jを享受することはたやすいものの、状況説明が理に落ちて興1国
に乏しし、。[涼風の11りくねって来たりけり jは、その状況をあえて前書に出すことで、
機知のみを凝縮させる句作に成功した代わりに、 I白書による状況把握が必至となってい
る。ところが、これらの句を採録する教材のうち、 fiJ者は 1点、後者は2点が前書を省
いているのである。
[古典13J教科書所収の発句教材のうち、「おくのほそ道jの句の抜粋である 2点を除
く18点中、前書を完備するものは僅か 7点で、あり、〈被数名型〉及び〈芭蕉・燕村・一
茶重視複数名型) 7点全てに前書がない。この実態は、多数の作者の句を採録する教材
J二、ょっ名句選的教材観が濃厚であることを意!床する。しかし、小学3年に始まり、仁|こl
学.1:gj詰総合Jと繰り返される発句の学習の終着点として、オリジナノレの全貌を示さ
ないのは、学習者の鑑賞の妨げとなることはもとより、「伝統的な言語文化の学習jの
うえでも大いなる不足を免れない。
このような前書欠如の教材化は、前述した編年的配列、注釈の不備、 1句ずつの継ぎ
はぎ等と決して無縁ではなく、むしろ、 I-JI~j核的教材観J というー認に集約されるもの
である。教材 W~を色濃く反映する学習課題について検証すると、発句教材全20点中季
語を指摘させるものは17点と大半であり、さらに切字(句切れも含む)も指摘させる
ものは 8点ある。そのうち10点は単に指摘させるだけの謀題であり、「季節ごとに句を
分類するJ1季語の役割について整理するJ1表現|二の効果を考えるJという発展的要素
を含むものもあるが、季語の分惣や整地!に企図した学習内容と「読むことJの学習との
関連性が不分IVjで、[表現上の効果j という指示も雑駁で、ある。発句に季語や切宇が求
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められる前提があるにせよ、その指摘を学留者に委ねるの
しいさ釈を予め付すほうが、ょう
UJJ1!~一段、 11~f 太|来月5
と認められたことに削!れ、
「竹槌うるおj
ると1J 
その地に
前提とし、
れたものと考えられる。しかも特
したのではなく、物の本意を把
を号の題としたのであう、季語は
有効な媒介としてmいられている、という
白的にすっかえてしまったのが、いわや
る形式的な発問が、考書翠j担 I~日こ堕し、教科ーとしての
を放題;した iJl~l'f表的教材緩j の典型であるならば、持じく学胃課題において、[芭?芸、
引j村、一茶の勾な抗んで¥それぞれの俳句の特徴を考えてみよう。( けのような作
者の句j員を比較させる発i司もまた、その不成立性において緩めてJrMf刻印である。
対サ・…主主主) 11 J主のうち、 9 )誌が II:IJ1~R の学習詰去を揚殺しているが、
少 4旬、最多でも10勾しか国i哉されない教材において、しサ〉にしてその作者のイ
るといえるのか。そもそも、各作者の句識は…でもなく、ま
の接録匂のみに共通ずる特散があったにせよ、校の匂による恋意的な詳締法意味をな
さない。〈吉熊・減村・一茶の、三者の句のみに設定した教材こ培誌はない。教
科書教材として近世の発句の全て し向。ない以 i士、河らかの取捨選択は必烹
る。しかし、まるで三者の侍)孔の辻:誌が可能かっ有効でいみるかのような学留諜器
、その数料;立、 1 旬ごとに教材化の~)A~ を悦しないままに、[百煎・潜村・
というハイブランドのイメージに法布して、有名句を羅列するような「形i核的教
特観jの所産であることを露呈するので、あ ν。
f文芸ー較についていえることであるが、轄に告1:諮の場合は特別なj誌のミ要求されてく
る。それは作者が同時に享受者であっ、事受者が同時に作者であるという達家意識が
J定となるからである o {~I:ijt~Tむ連侍は1D~H今を例外とすれば共同期j刊さであり、 したがてコ
は昌の知識や発だ去を前提条例二とすることなしには成う立たなし¥。拙l吟といえど
も、その発想には 日以外の謹数の作者を意識のr::'S1iljに仮定しなければ単制な運びに終
発句のほかに、独立して討くまれる発句も
を享受者として予想する意識は全く否定
れているので、はない。二つの意識はつねに重なっ合ったものと解すべきでるろう¥(;
の述べるとおり、誌の文芸であり、 i主京あっての文学である連句を率いる立句
く、 j告発句もまた、克え0:い述おと71i浪の連句とを引き辿れてい
行詩と決定的に異なるのは、そのためである。「吉典13J教科書教材が、発句学習の終
着点となるには、学習者が挫の文芸としての連衆の存在とともに生々流転する発句の姿
を認識するための教材化が求められる。ひとつの発句を、その句の別案、その勾を含む
俳文、 i司じ作者の別の旬、影響関係にある他の作者の旬、。1:論、鑑賞文等、様々な作品
がI文り巻いている。「古典13Jの学習者には、一旬を織りなす言葉そのものに着目した
鑑賞ののちに、その句にまつわる種々の文芸にも触れることで、言語表現と伝統的な言
語文化を、普遍性と特殊性の両面から学ぶ教材がふさわしい。
現行の 11!1~1!13 J教科書教材は、 l句ごとの教材性に沿う柔軟性や多岐性に乏しいが、
例えば、その句に別案があった場合には、それらを並置して比較することで、句の成立
に主る言語表現の工夫を考える教材化も有効であろう。 5点が採録する「所思 此道や
行ー人なしに秋の暮jには、「秋持 この道を行人なしに秋の暮jゃ、「人71-jや此道かへる
(秋の幕)J とする月 IJ案 17があった。小学校・中学校・ 11主11~{~~.fr¥芯合j教科書教材にも採録
の多い 11羽さや岩にしみ入~!\ïi の戸j は現行の「吉典 13J 教科書では 1 点しか採録してい
ないが、「立法i.c;'j' IJI 寺や石にしみつく ~!iïi の f;;fJの初案があった日ことを併せて学べば、
重複して学習してきた経験に 1-1'古典13Jならではの深化が与えられ、学習指導要領の求
める「小学校、仁!こi学校及び 1ヨ詑総合Jと一貫して育成してきた古典への関心を一層深
め、それによって自己の内iY:を見つめ発展させ、人生をより豊かにしていこうとする態
度を育成するJCI古典13J 1 2目標J)教材化も可能である。
また、学習指導要傾向i'S6 古典13J13 内容の取扱いjの 1-(4)JIアjの「言語文
化の変選Jについて、 i司解説は 11]1:討の学習においてその成立に至るまでの和歌、連歌
の歴史を通観したりというように、読むことの学習と関連して言語文化の変選について
問解を深めるj とし、「イJに「必要に応じて近代以降の文詩文や漢詩文、吉典につい
ての評論文などを用いることができること。Jとあるが、これらに該当するものとして
は、独立したコラムの形での解説は5栂にしかなく、そのうち俳誌・発句に到するもの
は]Tilのみであり、あとの 4極が設けるのは前掲の学習指導要領解説の字義通りの連歌
を中心とした文学史で、肝心の俳誌・発句について詳説する前段措で筆をjmJいている。
コラムに準ずる形として、制1:諮の歴史に触れたリード文を置いたり、連句の説明の!こ|こIに
俳詩史について触れたりする教材も 5点あるが、いずれも文学史の概説にとどまり、発
句教材の読解への寄与には満たない。とりわけ〈複数名型〉の発ノ司教材のj揚合、採録し
た匂の時代を包括する俳諮史の〕寧な解説が必要であり、〈芭蕉・燕村・一茶型〉であっ
ても、それらの作者の誕生と影響関係にまつわる詳説があれば、発句教材への理fíJií~が深
められよう。
さらに、近世俳諮に|到する近代以降の文章については、全糠ともに教材化がなされて
いないが、芭蕉・~!\~村・一茶だけでなく、その他の近 l.tt俳人の作品についても言説を残
した文学者は数多く、小説、随筆、句f~平等、教材化のための素材には事欠かなし、。とり
わけ教科書教材に係主まされる機会の多い、手~川龍之介、正岡子規、荻原朔太郎等による
文章を、近世俳諮問連教材の a環として取り上げ、発句教材と併せて教材化すれば、発
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旬の読解を深めるだけでなく、文学者たちそれぞれの享受者としての姿に触れることに
もつながり、学苦指導援額「第 6 古典BJ I 内容Jl(l)J iニ工二 吉典の内容や表現
の特急を諮問卒して読みi味わい、 fr:品の官lif誌について考察すること。jを、ょう効果的
実現することだるう
ザIJえば、 3 J立が;主きまする rJ~しきりふの立のありどころ j につい 0) 
ように評釈するit
~t;J.昆の l次く冬のに、!誌が一一三コ揚って j舌る。その i苛じ容の立に、昨日もまた!執が
揚うてj言た。高i簡とした冬の季語。凍った鈍い日ざしの中を、悲しく叫んで、吹
く)孔。1iIJj子のやうに冷たし、青空れその青空の上に浮んで、 1宇1]も
ら、いっち…つの速い追絵が漂ヮて府る!
」に怖かれるのは、荊村の句を契機とする朔太郎の心象でるう、言N村がそティーフ
した!註l立、安売が鳴く fさなしい合の白雪ゃ、 fさびしい胤sJHIままっすぐに昇つ
く波止法があり、:動物註恐れにふるへ/なにかの夢路におびやかされ/か立しく
青ざめて吠えてみる、 WJ太郎の詩的i立界に伴んでいる。学習者が、らの競賞托為
ののちに、このような発匂が生み出す新たな文学性の発慌に f~Y!AノL る教材があれば、円三
統的な言語文化の学習jの主将ニを満たしづっ、自らの心象を存体化したうえで、他者の
のjliとなる発匂の強制さを発見するところまで r古典BJ
ける俳諮問述教材の射程を定めることが可能になるのであ
3.俳器関連教材の配置におげる諸手Eと課盟
問行の「古決 J教科書の梢J真上の共通点として、全種がニ仕立てμ を謀FI'lしてい
っそのうち、俳諮問述教材の配置は、単一の教材のみであ
の教材を…単元にまとめ、いずれかのき15に配世ずるく一括主人発句教材と詐文教材む
まLlみ合わせでー単元を構成し、かっ泊三議jの誌を冠した;JI単えにも存文教材を配霞す
るく…出・ ]J!J単元併存主人発句教材と 1~1:文教材とを同…単元化せず、庁長会j として jJIJ
含めた悼文教材を誌なる部に配立まずるく評議該当教材)Jljli4.5じ・ )JIj吉1¥型〉に分類で
。それらの詑濯について、教材の文学彰式及びLI:\~主主 IJ に教科書の第一昔!I ・第二部引
とに分類し、(表 2) に訴した。各担の数字j 警の持は、上から教材数の多い!Ili~ に並べ、
発1!J.日3・世i:文川抗議に分け、発句はくさ護・蕪付・…茶室D を[欝j、
9HQ;j:;J .…茶主iJt組数名 ~;'D をよく複数名出〉を[ムj で表わし、主主イ3 ・ fJj:文は[去
を「去"引母子Jを!とj等、 11.持f:諮問延長教材の韓と分布lで示した教
材名の最初の…千:によっ し、向…/1¥換の教材が複数ある のように
の数を示している。
< iii~. ~~)の 2 撞を賂く 17棋のうち、告:諮問教材
3話しかないのに対し、く発イワ教材十世F文教材〉の単元化
単元;こも ~C躍する〈…括・民単元併存型〉や、発1éiJ教材(滋は連句教材も許容)とが1=
文教材を i奇ー単元に収めず、別部む{評論J 単元 I;I~に配設する
;JI部損〉に見られるような、俳文のー訴を出拝金J及いして坊っ離す編集方針を持つ教
;ま14謹ある。すなわち、 i1型。j:関関連教材の種諜と分布jで述べたとおり、〈発
句教材十詩文教材〉の教材構成を議える教科書は諮るう、そのうち16聴は〈発匂
来抄J>の組み合わせを内包しているが、それら凶器のうち、発匂教材と「去来扮jを
する編集方針を持つものは5樟のみであり、?去来抄Jを発匂教材と分断する
観点を持つ教科書の方が大勢を占めるとともに、{三尚子jについても、採録する S積
中7糧が、「評論j単元に含めている。さらに、第…部の[評議j単元に俳文教材を器
くりは l概のみであ今、[去来抄Ji三冊子jを器開会J単元に含める教科替の大半;土、
それを第二部に配濯しているc 以上の検証から、 f古2呉i主~BJ 救利科=書においては、発イ句リ救
材材仇を第一;部?言等1)，、 ;弓守打i
記i揮醤する;編漏集方針針品が多く j見忍られることが;判持:宅5苧;明莞したo
のような俳諮問連教特における発句教材と辞文教材の分断的配誼法誌、それらの教
材1ilifnliを著しく倶なうものとして、再考が望まれる。とうわけ[去来抄jの発母教材へ
の教材的詩:与法、単元と却を離れては実現しがたい。「去来抄jの文学的{ilイ誌について、
高信ーが[一章一章が独立していて、殆んどがl~íI設の主主との脈絡がないこと、 42 よい長
?
?
?
?
さでみること、保潔な策づかいであること、しかも対話体で欝かれていることなど、
者はあたかも部i聴者心主立さ立場で読むことが出来、興趣とj怠;去とは津々として尽きる所
ない。とべる、対話形式がもたらす読者への「場iの再現牲は、「伝統的
文化の学青jに資する点で、高い教材iOli艇を存している c r三mt子!が、 i弓じく
くj として支の教義を伝えながらも、それらを告らの諾うの文)J長に最り jふみ、
の地平の一体{乙による前説の敷1rJを選んだのに対し、 i去来抄 I立、エピソー!ごの活写:
に心を配 1)、読者がまるで燕l"fjの…jえとしてその場に居合わせたかのよ
による、読者の連京化な企I~j したのである。[古山 BJ の学習者辻、
れた発句にまつわる持i誌を.iillして、衆の文学としての発句の成立に玄ち
イヒの生成の過そのものに触れられるだけでなく、官接や業内f~l:人のf告さ続け
化への強烈なまでの執11)や、真きをな態を箆い知るとともに、 nm弟関{系に基づく俳誌~去
の応開Hからは、 I{:云j主的な言語文化の学習Jのモデ、ノレをも学官できるのである。
日ミゴミ抄jを教材化ずるのうちは埠が揺鋭する「行くずやをjや、 当事が採設する「岩
呉ゃiは、いわば定書{じされた率段で、あっ、その 2段のみで?去来抄jの教材を構成す
るものもら相あるが、その{患の「うづくまるJi r1t木戸ゃJ1"下京やJr発句むの段
のみならず、「去来抄J有の教材部i1miのもと、別設の教材化も会めた充実主了間れば、
1 TJ1 ~t~ お j
やjの句は i1主繋」に入しているが、集li寺のエピソー iごとして r1土木戸やjの主主設
に者わされた、発句の一文字をも跡かにせず、 J反木を改めさせても匂を守り抜くさ蕉の
JIIl念とともに、誤判でるる凡兆・去来にもまた各自の観点があり、それらの応酬の先に
の句集が編み上げられる様子に科目し、「磁蓑J さという共通涯を?設けて連続的
教材先すれば、連京の文学としての発句のあうようへの学留者の意地を高め、 3植が
教材fヒする1"1亥袈jF9[l授の連
i一行く春をjの設段で問題となる「ふる・ふらねjの誌については、
かみあふ子どものたけや支品jかち始まるけ三兆i三lく fこの
主んj。去来|三lく γ変泣叫になっても、よちぎになっても、苦しからず。J
i三iく Jまた、ふる・ふら誌の論かしがましj と、制し給ふなり
いう知い章設を併せて教材、化すれば、、る・ふらぬjの論統治三頻繁に横行した
による限定性という言詑表現上の特棋だけでなく、[ふる・ふらぬJ
を諦める百の部三官官の高みを顕夜犯し、それを「行く春をjの主主設
の読解へと誌記することもでき、かっ、発展途上の学習者としての去来・凡兆の未熟さ
を、お導者としての窯はパ唱しながらも、決して威容を誇るのではなく、むしろ
米・凡兆ともども叱られる裂はユーモラスでさえるるところに、 i~ j:文としての共J惑を党
ることもできるだろう。 また、 発勾都教(材との;損契j連2車付す!けナとしては、 {汐摂桝夕葬列!Jえば7点が持掠録求す
ξる) I一開則i川行l!にこて ;絹点胤の?夜支さむにi浪?許存てb旅i友てね斗訂訂ji&;j の読1解呼平を探めるものとして、 [門3猿妻蓑Jでで、こ心
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に基づく近W:俳諾開j車教材を、
て掲げ7こい。
;i 
1.本摘で取り fUう近HtPI話IMJ述教材とは、出1:ぇ;である発句.;往時決ぴ散文でili)文等、 jil:litにおいて
fJI'人としての主主泌をつ作者によるれふを教材fとしたもの
i9J ぇ:工、小γ:校てや;之、 :(1'の数字Ij1tにおいてら社 fm全てがlJi1iJ教材立し、ぞれらの会てが
のぎを旬をつな。+，竿校では、:3:i['-の教科設においてら主1: Ni全てが、また高等学校では、[誤認総合
校科告において tl:2:3.finのうち 1'!:2O.fiITが、それぞれ{おくのほそ滋;を教科化している。
現 ω;古典AJ教科治のうち、近HI:iJI:，l?TI5lJJill数材な配命るのは、{おくのほそJ自の勾の抜粋を
数料iとする 1慌のふ℃あるお
木村で取り故う近11:{JI:;詩作Ji1の作品お及び本文法、それぞれの参照元の表記!こ従い51)認するものとす
が、fi守仏i
i いて iば立、 i在'，笠"さ:汁バJ)政立(反{何αω)ふ 新計;守;鴻緑編品!ハ!本災文守伊在全柴7玲o 必訟:リ忍芭誌立紫iむj()I宇9寸オ本三望態.#，溺J長足:三i信言火注解 小学j釘節5ざ渋
199出介1:7 )月)，、 その{似似ののf汚タ名者ぞ当号占iはjま， í$新万縦;れご三;本一liÎD~文学金集72;主役俳句 i)1:文猿(ぎ:i)UIミ総. JI下 一'ilif.・
}LjLJ一彦・松足立1泌校yt.訳小学賞r: 20tH年 )j)であり、匂円fljl:I:li.!の巻jについては、 f新
潟1不決文学会架7J 松J己目立ミ集金 ()I会本選一久市i4放・村松友次.J1M t)5lff.交法・沢 小学部
9 )J)、;長文については、JtJ!i'ぎらし紀行jγ笈心小丈J 六;節目Ijの認〈教材名 f祭I"Jの昨I)J
がほ!f~Ji~I1本古典文学全集 j会見芭(JI:本民‘・久卒、;松友次.J:lii 1;1)実校討:・訣
小学館 H197:i1:'. 月)、[おくのほそ近jが EI三本;布典文学会民社 松j議出張主投(弁本・械信:J~・
村松友:tJ~tUt • 小学'ぽf j分ニ6凡〉、 I 米抄i 三!I智子Jが緩iゴコ1吋1slt文学金捺槌 軟
集 会長 1:)1:論集(奥IIj~~( .表示婦別切尖・抜本一l'!IH:三・訳 小学立n2001 51: )~ L 
らが蒋Jr鴻次夜のDPJl~街 1 けミヲ下 J f:4じ町、老lJI!をいたむ〈タが f新鋭日本典文学全集
近j設{JI:勾{JI会文(設拡末h:if. 1Iド-rfij• 九 III--j事・松尾続秋校技場訳 小学館 200l:ile )j)， 
i株主ミ(数十ノj名:誌を父のおlJ)Jは i二次川町集/抗六巻 匂文民・限設・当日(九泣い・小林三i心15
1支n 滋勾 1祈IHJiI: 197o1i'-l J)J)であ
f去米J仏、 J 手千三段千 I土、教科書紋，向。fこ付されたj語名をしているが、;ぅづくまるすのちとの怒
かなjからilfま日どについてのみ、教材fこj題名がないため、仮に;ぅづくまる;とした。また、
夫!)~の{自の IJI:文の !U ß!!-名七、教科書教科(こづくため、例えば本文 cj:Jでは fおくのほそ道J と
していふが、災内では lりたの記長道jと記している。ただし、本文ドjlのお〔材%にてコいては、イヰ教科の
表記lこ詑うものとする。
心 これらの数材のうち、 Iこは l旬、 D:l(こは 2旬、河合の句会ミ?をまれているが、出1立のfJじくか
のjb:jC]ちであるため、訟を'1心とした教材i巳のふ -fXlにあると従え、|可分め
7 本:えのづIiTJ元でみる間協三日本i!1典文学会芭活保0.!の表記iこ]正づき[くので子:点jをIll‘
L 
H. oA(11) 教材は日人の匂によるく主主主主:g~m であるが、全 161なのうち J01i) iこ持宇rがなし寸にわりに、制
・・ ιーを除く 9人の俳人名全てに、 f松ノ総f 十ぺ七一~…六五三)欽iJioj 1小
14 ~::t IJ(一六五J!LI~…七ヅ\) 1 CI 純!向。J11m質二七O三~一一七七五)I打点;まJt!裂の密
ω尖兵J張。 J のように、生没年と rlUI~じゃl[i~げとだけが浪記さ
9 !.Iit IlflJ:・訂正告の系議 re:.'J(~開設とブ flj1 tM!，~ 1 ~J80;'1 二 ;:J pp.l(j()“ 
10. 会長 …:卜手際J完克二jこ誕の巻)1 波立ili むlie p.214 
1. 決tI tflj!--.の:終結組i 持 の;号制:1 京 198J"1: 6 rJ pp.1Ci5-]同
28 
12 本摘では、ヲ1)1)する発句にi白書がある場合、句のiIijに文字のサイズを小さくした形で記すものとする。
13目前尚詩 f新編日本古典文学全集 70 松尾芭張il① pp.351匂352
14. 1山崎諮問T編 1=本古典文学金集 7? 近W:俳句俳文1+U p.387 
15. 前十日告 f芭誌の芸術観if二 発句Jpp.280-281 
16目 i司書[一 fJI:誌の詩性Jp.167 
17. Iji掲望月初?編 1=本古典文学全集 70 松尾芭蕉J:t①jによれば、[秋務 この辺を行人なしに秋の平年jは、
元禄 7:)1二9Y1231=1付の怠専・ニ|二五:宛書部に見られ、[人)"1やjft道かへる jは、何年 9月251:1付の1梨
宛書簡に、 f~t!草を行人なしに秋の幕、[人p_tー や l比道かへる ~t、句作IPf~U とあるという。
18 lijjt)担問W;til]本古典文学金集 70 松尾芭京集①Jでは、 r¥1}，' J込書官i.JIこilil!:る I-，'Cij;'j' tJJ守や行に
しみつく虫剤のjUJをf，)Jヲ:としている。
1~). r:iHj(明太郎全集第七巻Jf郷愁の詩人 拠，jlJ燕村j 筑摩詐j方 1 ~)7fiiド 1()月 p.216 
20. r荻原初太J}I日2~2: tî~一巻 j 詩集[千]'jNíJ より r:;;J~J 筑淳書]jJ 1975ilo 5月 p.1(i4 
21. 1可書詩集 f'flfji'iJより i憂留なj嵐長J p.180 
22. Ii!HH 詩集 flfj!'tiJより[遺{i;J p.203 
n 教科 ~nf によっては、 fm---g'll. 第二 ;:;IIJ だけでなく、 Il!{文k:l;J I . Il J IjifK;(ii.後料il¥J Itl下 ~Jfi: ・第二市 i
のような訟も)!Jいられる場合があるが、概念として二部構成であることに見同はないため、本稿では
全て[第一n[)・却二nlJに統ーする。
24. H がJ采録する 1-;比寿老{i[j をいたむJ はfJP~泣であるが、{9.! j'L] :fJI 文に含めた。
25. ì"{，i1f~ -_. r総収去米のひ1:論(←ご)去米抄1f月初起 三、文京 J J民U1:HJf]ガ 1975il: 5)J p‘13 
(にのひらともあき 熊本大学)
29 
